
平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

一

四

〇

号

江
戸
川
区
北
小
岩
地
域
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

笠

井

亮
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江
戸
川
区
北
小
岩
地
域
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
都
江
戸
川
区
北
小
岩
地
域
で
は
江
戸
川
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
（
高
規
格
堤
防
）
化
と
地
域
一
帯
の
区
画
整
理
の
計
画
に
対

し
、
住
民
の
強
い
反
対
運
動
が
お
き
て
い
る
。

計
画
は
、
江
戸
川
右
岸
を
約
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
二
百
五
十
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
盛
土
し
整
備
す
る

と
い
う
も
の
で
、
対
象
面
積
は
約
四
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
で
あ
る
。
地
域
に
は
約
千
八
百
棟
の
建
物
が
あ

り
、
人
口
は
五
千
人
か
ら
六
千
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
事
業
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
深
刻
で
あ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
間
、
地
域
の
四
つ
の
町
会
・
自
治
会
す
べ
て
と
、
二
つ
の
寺
院
、
そ
れ
に
住
民
団
体
「
ス
ー
パ
ー
堤
防
・
街
づ
く
り
を

考
え
る
会
」
（
戸
口
素
男
運
営
委
員
長
、
永
田
純
久
事
務
局
長
）
の
七
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
、
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
運
動
に
取

り
組
み
、
「
ス
ー
パ
ー
堤
防
・
街
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の
集
計
に
よ
る
と
計
画
撤
回
を
求
め
る
署
名
は
す
で
に
一
万
四
千
五

百
筆
を
超
え
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
に
私
は
、
日
本
共
産
党
江
戸
川
区
議
会
議
員
・
藤
沢
久
美
子
、
な
ら
び
に
同
東
京
都
議
会
議
員
・
河
野
ゆ
り
え

事
務
所
、
同
東
京
都
委
員
会
役
員
・
田
村
智
子
事
務
所
と
と
も
に
現
地
を
視
察
し
、
「
ス
ー
パ
ー
堤
防
・
街
づ
く
り
を
考
え
る

一



会
」
や
地
域
住
民
の
方
々
と
懇
談
を
行
っ
た
。
そ
の
場
で
も
住
民
か
ら
「
な
ぜ
こ
の
地
域
で
ス
ー
パ
ー
堤
防
が
必
要
か
十
分
な

説
明
が
な
い
。
他
の
策
も
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
」
「
地
域
に
は
高
齢
者
も
多
く
一
旦
立
ち
退
い
た
ら
戻
っ
て
は
こ
ら
れ
な

い
」
「
お
墓
を
掘
り
お
こ
し
て
ま
で
す
す
め
る
と
は
」
な
ど
国
や
江
戸
川
区
へ
の
強
い
批
判
や
疑
問
の
声
が
相
次
い
で
出
さ
れ

た
。地

域
と
周
辺
に
は
約
二
十
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
あ
り
、
事
業
や
工
事
へ
の
懸
念
や
不
安
の
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
地
域
に
あ
る
正
真
寺
、
真
光
院
な
ど
の
寺
院
は
開
山
以
来
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、
一
五
六
四
年
の
江
戸

川
を
挟
ん
だ
里
見
軍
と
北
条
軍
の
た
た
か
い
の
時
代
に
も
ゆ
か
り
の
寺
院
と
の
こ
と
で
あ
る
。

従
来
政
府
は
ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
立
場
を
く
り
返
し
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
こ
れ
は
一
九
九
一
年
に
同
事
業
に
か
か
わ
り
河
川
法
改
正
案
が
審
議
さ
れ
た
際
の
衆
参
両
院
で
の
答
弁
で
も
明
確
で

あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
北
小
岩
地
域
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
計
画
は
中
止
し
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

同
時
に
ス
ー
パ
ー
堤
防
事
業
そ
の
も
の
も
、
大
き
な
矛
盾
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
の
際
、
抜
本
的
な
見
直
し
の
検
討
に
着
手

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

二



一

北
小
岩
地
域
は
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
に
江
戸
川
区
が
区
内
六
割
を
超
す
地
域
を
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地

域
と
し
た
際
に
該
当
地
域
に
さ
れ
ず
、
一
九
九
九
年
二
月
に
同
区
が
策
定
し
た
「
江
戸
川
区
街
づ
く
り
基
本
プ
ラ
ン
（
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
で
は
、
「
千
葉
街
道
以
北
の
柴
又
街
道
、
江
戸
川
に
囲
ま
れ
た
小
岩
地
区
の
北
東
部
は
幅
員
五
ｍ
以

上
の
道
路
に
よ
る
整
形
な
街
区
構
成
の
住
宅
地
で
あ
り
、
敷
地
細
分
化
を
防
止
し
、
緑
豊
か
で
閑
静
な
住
環
境
を
将
来
に
わ

た
っ
て
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

他
方
同
地
域
は
、
江
戸
川
で
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
の
指
針
と
な
る
「
江
戸
川
沿
川
整
備
基
本
構
想
」
が
二
〇
〇
一
年

に
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
と
、
東
京
都
、
江
戸
川
区
な
ど
関
係
地
方
自
治
体
で
構
成
す
る
「
江
戸
川
沿
川
整
備
基

本
構
想
策
定
委
員
会
」
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
際
、
「
概
ね
二
十
年
間
に
高
規
格
堤
防
と
市
街
地
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
る

地
区
等
を
沿
川
地
域
の
整
備
構
想
を
踏
ま
え
、
治
水
対
策
の
緊
急
性
、
整
備
の
必
要
性
、
市
街
地
整
備
事
業
の
熟
度
、
進
捗

状
況
等
を
勘
案
し
、
次
の
よ
う
に
区
分
す
る
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
、
「
整
備
を
推
進
す
る
地
区
」
「
整
備
の
計
画
づ
く
り

を
進
め
る
地
区
」
「
調
査
・
検
討
を
進
め
る
地
区
」
の
い
ず
れ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
川
区
に
よ
っ
て
「
整
形
な
街
区
構
成
の
住
宅
地
で
あ
り
」
「
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
さ
れ
、
国
も
含
め
ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
の
緊
急
性
、
必
要
性
等
を
検
討
し
た
際
に
も
「
調
査
・
検
討
を
進
め
る
地
区
」
に

三



す
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
同
地
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
北
小
岩
地
域
で
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
と
区
画
整
理
に
つ
い
て
現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る
計
画
は
、
そ
も
そ
も

国
と
江
戸
川
区
の
ど
ち
ら
か
ら
先
に
持
ち
出
し
た
も
の
か
。
ま
た
、
こ
の
問
題
で
両
者
が
最
初
に
折
衝
・
接
触
を
も
っ
た
の

は
い
つ
か
。

二

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
運
動
は
、
小
岩
田
自
治
会
、
江
戸
川
町
会
、
六
東
自
治
会
、
三
谷
町
会
の
四
町
会
・
自
治
会
、
正

真
寺
、
真
光
院
の
二
寺
院
、
住
民
団
体
「
ス
ー
パ
ー
堤
防
・
街
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の
計
七
団
体
に
よ
っ
て
取
り
組
ま

れ
、
集
め
ら
れ
た
署
名
は
一
万
四
千
五
百
筆
を
超
え
て
い
る
。
す
で
に
そ
の
一
部
が
江
戸
川
区
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

小
岩
田
自
治
会
の
調
査
で
は
、
建
設
に
反
対
す
る
世
帯
は
九
十
四
％
を
超
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
国
と
し
て
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
同
地
域
で
の
住
民
の
意
向
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

三

従
来
政
府
は
ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
住
民
の
方
々
の
御
意
向
を
尊
重
し

な
が
ら
」
（
一
九
九
一
年
四
月
十
二
日
、
衆
議
院
建
設
委
員
会
で
の
日
本
共
産
党
・
辻
第
一
議
員
の
質
問
に
対
す
る
大
塚
雄

司
建
設
大
臣
の
答
弁
）
、
「
住
民
の
意
思
を
無
視
し
て
強
引
に
こ
の
事
業
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
」

（
一
九
九
一
年
四
月
二
十
三
日
、
参
議
院
建
設
委
員
会
で
の
日
本
共
産
党
・
上
田
耕
一
郎
議
員
の
質
問
に
対
す
る
近
藤
徹
建

四



設
省
（
当
時
）
河
川
局
長
の
答
弁
）
と
国
会
で
答
弁
し
て
き
た
。

現
内
閣
と
し
て
も
住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
と
い
う
従
来
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

四

住
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
な
ら
、
北
小
岩
地
域
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
堤
防
化
計
画
は
中

止
し
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
事
業
は
一
九
八
七
年
に
開
始
さ
れ
、
首
都
圏
近
畿
圏
の
五
水
系
六
河
川
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
き

た
。
国
は
当
初
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
整
備
す
る
と
し
て
い
た
が
、
事
業
開
始
以
来
二
十
年
が
経
過
し
た
現
在
の
整
備
状

況
は
、
計
画
の
総
延
長
距
離
約
八
百
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
整
備
中
の
地
区
も
含
め
約
四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す

ぎ
ず
、
進
ち
ょ
く
率
は
わ
ず
か
五
・
四
％
で
あ
る
。
現
状
は
整
備
地
が
点
在
す
る
だ
け
で
、
国
が
目
的
と
し
た
治
水
効
果
も

期
待
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
国
は
事
業
完
成
年
度
や
事
業
費
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

を
も
と
に
し
た
単
純
計
算
で
も
完
成
ま
で
に
十
二
兆
円
近
い
莫
大
な
事
業
費
が
必
要
で
あ
る
。

他
方
、
治
水
対
策
に
関
し
て
は
、
一
般
の
河
川
改
修
事
業
や
都
市
型
水
害
対
策
な
ど
も
急
が
れ
て
お
り
、
今
後
、
維
持
・

管
理
に
要
す
る
費
用
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

地
域
住
民
に
大
き
な
犠
牲
を
強
い
、
財
政
難
の
中
で
莫
大
な
国
費
を
投
ず
る
事
業
を
十
分
な
評
価
・
再
検
討
も
な
い
ま
ま

五



い
た
ず
ら
に
続
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
際
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
事
業
は
抜
本
的
に
見
直
し
、
必
要
な
堤
防
の
強
化
と
多
様
で
総
合
的
な
治
水
対
策
へ
の
転
換

や
、
治
水
各
対
策
の
計
画
的
な
進
め
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

六


